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松下電器松愛会会報 特集号 

２００７年(平成１９年) ５月１日

アポロ11号が撮影した地球(宮崎大ＨＰより) 

○松愛会では設立３５周年を機に、地

球温暖化防止活動に取り組みます。 

○今号では、地球温暖化の現状と私達

にできることを特集しました。 

１．気温の上昇はとどまるところを知りません。 

２．豪雨と旱魃など、気候が極端化しています。 

３．極地と高地の氷山が溶け、海水面が上昇。 

４．熱帯低気圧が巨大化し、温帯でも発生しています。

５．乾燥化で大河が渇水し、熱帯雨林が消えそうです。

６．乾燥と砂漠化で世界各地で食糧が不足します。 

７．マラリアなど熱帯の病気が温帯にも蔓延します。

８．魚類を育むサンゴ礁の破壊がすすんでいます。 

９．気候異変で絶滅危機の生物が激増しています。 

10．ヒートアイランド現象など都会が高温化します。アンデス山から崩落する氷河（ＪＣＣＣＡＨＰより） 

１．マラリア・熱中症の感染や老人の死亡率が高まる。

２．産業地帯が集中する海岸線が水没します。 

３．ブナ林が減少します。 

４．南方で生息する昆虫が北に移動します。 

５．サケの漁場が北上します。 

６．沖縄ではサンゴの白化など生態系に影響がでます。

７．夏が今より２か月長くなり熱波が襲ってきます。

８．りんごの主要産地は北海道に移ります。 

９．高温で稲作の時期が変わり減収となります。 

10．巨大台風が数多く襲ってきます。 マラリアをうつすシナハマダラカ千葉県で発見（ＪＣＣＣＡＨＰより）

表は両方ともＪＣＣＣＡＨ


